
様々な課題・困難を抱える女性のための相談窓口設置事業 【宮崎県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 3,584 千円

交付金額 2,688 千円

事業番号 3

○女性の活躍サポート連絡協議会
 構成団体（宮崎県商工会議所連合会等経済団体、行政機関
等）

○女性の就業・社会参画への不安に寄り添った相談窓口を設置す
 る。
○相談をきっかけに必要とされる方には生理用品の配布を行う。

○生活や就業に不安を抱える女性の悩みを傾聴し、寄り添うことで
、女性の前向きな行動を後押ししたり、生理用品の提供と共に相
談者の状況を支援できる窓口につなげたりすることができた。

（相談件数：９５件）

○相談窓口を設置し、女性特有の困難・課題や、家庭の状況や職
場でのハラスメント等により働き方に悩みや不安を抱える相談者
に寄り添いながら傾聴し、エンパワーメントを行う。
目標値（令和５年度）：１２０件、現状値（令和５年度）：９５件

○相談件数増加のため、男女共同参画センターの講座や、県や市

町村のパネル展など、あらゆる機会をとらえて相談窓口の周知を
行っていく。
○相談員の質の向上のため、引き続き男女共同参画センターと連
携しながら、ケースカンファレンス、相談員研修の受講を行っていく
。

○感染症流行以降、本県においても経済の落ち込みがあり、非正規雇用の

多い女性の雇用環境や家庭と仕事の両立の問題など男女共同参画に関す

る課題が浮き彫りとなった。

○２５歳から４４歳までの子育て世代の就業率は全国的に見て高いものの、

「子どもができても仕事を続ける方がよい」と考える女性の割合は、特に若

い世代で低く、就業継続に対する意欲が高いとはいえない状況にある。



事業の概要

３ 様々な課題・困難を抱える女性のための相談窓口設置事業
女性特有の困難・課題や家庭の状況や職場でのハラスメント等により
働き方について悩み・不安を抱える女性など、社会参画や就業ができて
いない女性からの相談に対し、相談員が相談者に寄り添いながら傾聴し、
エンパワーメントしていく相談窓口を設置する。
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